
【予防】がんになる
人を減らす

第三期がん対策が目指すもの【予防、治療、共生による、がんの克服】

【治療】がんの特性に応じた
最適な医療の実践

【共生】がんになっても
安心して暮らせる社会の構築

人材育成と
人材育成機
能の整備
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新

計画の視点：①小児がん、希少がん・難治性がんの治療体制整備、②ライフステージに応じた最適化医療の整備、
③がんと診断された時からの緩和ケアの推進、④社会と協働するサバイバーシップの推進
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研究/政策
の患者参画
（PPI･PRO）

データを活
用した
PDCA推進

行政、企業
など国民総
参加の推進

計画の実施
に必要な
予算の獲得

個別目標

全体目標

６．がん研究の推進：ゲノム医療など次世代技術を活用した、早期発見・治療方法の開発、難治性がんの克服重

新

TMHOQ
スタンプ

TMHOQ
スタンプ


